
※ 四捨五入の関係で整合しない数値があります。（以下の表において同じ。）

※1 平成３０年９月１日現在、指定を受けている県内の特別養護老人ホームの施設数及び定員数

※2 平成２９年１０月１日現在の６５歳以上の人口（三重県統計課調べ）
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65歳以上の高齢者人口
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圏 域
区 分

①

 平成２７年４月には、特養への入所は原則要介護３以上となりましたが、要介護２以下

 の方でも特定の理由があれば入所できる特例入所について、指針の見直しを行いました。

（２）基準日

（４）県内の特別養護老人ホームの設置状況
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 この調査は、当該指針の運用状況、入所申込者の状況等を把握することを目的として、

 一方、特別養護老人ホームへの入所申込者は依然として多数に上っていることから、入

 県内の全ての特別養護老人ホームを対象に毎年実施しています。

施設数

10,329

特別養護老人ホーム入所状況等調査の結果について（平成30年度）

（１）対 象
  特別養護老人ホーム 全２０４施設

 ビスを受ける必要性が高い入所申込者を優先的に入所させる努力義務が課されました。

 入所基準策定指針」（以下単に「指針」という。）を策定し、入所申込者の「要介護度」

 等を点数化することにより、入所における透明性・公平性を確保すべく運用を図ってきま

 した。

 所申込者の実態を把握した上で、その解消に向けて取り組む必要があります。

平成31年3月

１ 調査方法
 特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設）については、平成１４年８月から、施設サー

 このため、県・市町・三重県老人福祉施設協会等との協働で「三重県特別養護老人ホーム

 また、平成２０年９月には、施設利用者の重度者への重点化に対応するため、要介護度

 ４・５の者の点数を引き上げる等の見直しを行いました。

（３）調査内容
  ①入所申込者調べ（平成３０年９月１日現在）

  ②入所者調べ（平成２９年９月１日から平成３０年８月３１日まで）
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介護度 入所者数
うち、

措置入所

H３０入所者数介護度別内訳

要介護５

（単位：人）

（平成３０年度）

県 計 ①

圏 域
区 分

入 所 者 数
うち、措 置 入 所

構成比

3,118 12 0.4%

平成２９年
度からの増
減（①－②）

249 6

（平成２９年度）
2,869 6 0.2%

県 計 ②

（単位：人、％）

 ２０４施設からの報告を積み上げると１年間の入所者数は３，１１８人であり、そのう

 ち、行政による「措置入所」が１２人となっています。

 しています。

３ 入所者調べの結果（Ｈ２９．９．１～Ｈ３０．８．３１の入所状況）

 なお、平成２９年度の入所者数２，８６９人と比べると、平成３０年度は２４９人増加

4 2 ）9%）9%）
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（参考）

項目
入所基準

点数

要介護５ 40

要介護４ 40

要介護３ 20

要介護２ 10

要介護１ 5

認知症
認知症による不適応行動
あり（要介護１～３の場合
のみ加算）

10

６割以上 30

４割以上６割未満 20

４割未満 10

20

30

20

10

三重県特別養護老人ホーム入所基準策定指針に定める
入所基準点数の算定方法

②特養以外の指針に定める施設に入所（入院）

本人の状況

単身世帯

調査結果

要介護度など３項目を点数化し、最高は１００点としています。

例えば、「要介護５」、「在宅で居宅サービス利用割合６割」、「単身世帯」の

場合は、１００点となります。

家族等介護者の状
況

①要介護１～５の利用上限単位数平
均に対する居宅サービス利用割合

介護の必要性
（①、②のいずれ

か）

要介護度

高齢者世帯、介護者が虚弱等

介護者が就業中・複数の人を介護している等
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